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（１）はじめに 

欧米では、「新しい交通管理」実現に向

けた準備が整いつつある。これは、適切

な収集の下、十分で正確な交通ﾃﾞｰﾀを使

用する管理であり、各輸送交通を適切に

ﾊﾞﾗﾝｽ良く利用して道路容量の最大活用

を可能にするものである。これにより、

道路利用者は、個々の目的やその時々の

交通状況に適切に対応した経路選択や輸

送手段の選択を情報を基に「ｽﾏｰﾄに選択」

することができる。実現には協調型ｼｽﾃﾑ

の通信ﾈｯﾄﾜｰｸ整備と、ﾘｱﾙﾀｲﾑで正確な交

通ﾃﾞｰﾀに基づく適切な管理、ならびに、

高信頼な情報提供がﾎﾟｲﾝﾄである。  

（２）協調型ｼｽﾃﾑ開発と実施ｽｷｰﾑ 

協調型ｼｽﾃﾑは、道路の安全確保を主た

る目標として、既に、10 余年前から研究

開発が進められており、事故ｾﾞﾛ達成と環

境保全には大きな期待が寄せられている

が、ｼｽﾃﾑの効率的な運用には道路ﾈｯﾄﾜｰｸ

の整備も必要である。 

１）協調型ｼｽﾃﾑ 

協調型ｼｽﾃﾑは「新しい交通管理」を実

現するための有力な１つのﾂｰﾙである。ｼ

ｽﾃﾑは路側機と車載器で構成し、下図のと

おり無線でﾘﾝｸして通信ﾈｯﾄﾜｰｸを構築す

る。道路状況ﾃﾞｰﾀをﾘｱﾙﾀｲﾑに適切に収集

し加工、処理を施した上で、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

に活用したり、道路管理者や利用者に対

して適切な情報配信を可能にする。現在

のところ、DSRC を使用した小規模な協

調型ｼｽﾃﾑﾃｽﾄは実施されたが、大規模実施

についてはｼｽﾃﾑ開発が遅れている。道路

側からのﾃﾞｰﾀ収集、処理、配信等の技術

開発の遅れが 1 つの理由とされている。 

２）欧米の開発協定 

欧米両地域は標準車載器を明示し、昨

年 9 月に協調協定に調印して、今後は共

同で研究開発を推進することとした。協

調型ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは、位置情報への依存が高

く、周波数とﾚｲﾃﾝｼの確認、OS によるﾏﾙ

ﾁﾀｽｸ化、稼動優先、利用者ｲﾝﾀﾌｪｰｽとﾄﾞﾗ

ｲﾊﾞｰの注意力低下等の課題、相互操作性

と接続性確保などの諸課題に共同で取組

み、協調型ｼｽﾃﾑの実現に向けた開発を推

進することになる。 

米国 VII は POC ﾚﾍﾞﾙの拡張性を実施

したが、大規模実展開での有効性やｱﾌﾟﾛ

ｰﾁについても検討する必要がある。 

＜３つのｽｷｰﾑ事例＞ 

将来、協調型との統合や並行実施が期

待され、既に先行的に実施されている

ITS ｽｷｰﾑ事例を３つか紹介する。 

① 可変速度制限 

英国 M25 号線で実施するｽｷｰﾑは、渋

滞時のﾉﾛﾉﾛ運転や停車状況を回避する目

的で、可変速度制限を導入している。渋

滞時には制限速度を下げることにより、

一定交通流を維持する対策である。走行

速度を適切に変化させることでｽﾙｰﾌﾟｯﾄ

拡大と排ｶﾞｽ低減を実現する。 

② 公共交通の整備 

公共交通を整備して道路容量の拡大と

排ｶﾞｽ低減に成功した事例としては南米

ﾎﾞｺﾞﾀ市の「ﾄﾗﾝｽﾐﾚﾆｵ」がある。公共交通

ﾊﾞｽは、急行運行と各駅運行を基幹交通と

して並列整備し、ﾌｨｰﾀﾞｰとして DRT

（demand responsive transport）の無

料ｻｰﾋﾞｽを導入した。週平均利用者数は

130 万に達し、乗客の約 50％はﾌｨｰﾀﾞｰﾊﾞ

ｽから基幹ﾊﾞｽ（ｽﾏｰﾄｶｰﾄﾞで料金支払い）

に乗継ぐｼｽﾃﾑ運行が実現している。 

③ 総合開発事業 

米国ｺﾛﾗﾄﾞ州の T-Rex ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄは、交

通や経済など様々なﾃﾞｰﾀ解析を基に実施

した大規模な再開発事業である。工事開

始からITSを導入して建設効率化を確保

したﾌﾟﾛｼﾞｪｸである。低所得層の住宅地域

と経済地区を結ぶﾗｲﾄﾚｰﾙを整備して地域

経済を活性化、ﾊﾟｰｸ&ﾗｲﾄﾞ導入による渋

滞緩和、排ｶﾞｽ低減、さらに、地域住民の

輸送需要に対応するﾀｳﾝｾﾝﾀｰの整備など

交通利用や地域特性に対応するための情

報提供、輸送ｻｰﾋﾞｽ等を整備した。 

４

 

欧州と米国のＩＴＳ動向 ～協調型Ｉ

ＴＳの開発と先行実施スキーム～ 

（３）将来の交通管理と課題 

現在、世界各地で稼動する ITS ｽｷｰﾑの

多くは、主として、ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝや自立型ｼｽ

ﾃﾑとして稼動する中、上記の事例は、ITS

ｼｽﾃﾑ統合の成功事例である。将来、協調

型ｼｽﾃﾑが実現すると通信ﾈｯﾄﾜｰｸにﾘﾝｸし

たｼｽﾃﾑやｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝの統合化や並行稼動

が可能になり、道路管理者や事業者によ

る「新しい交通管理」の実現が期待でき

る。道路利用者は、個々の目的、その時々

の交通状況等、それぞれに適切に対応し

て、経路選択や輸送手段を、情報を基に

して「ｽﾏｰﾄに選択」することができる。

将来、交通事故ｾﾞﾛを達成し、渋滞や排ｶﾞ

ｽが「過去の課題」となるような輸送ｼｽﾃ

ﾑ構築の実現に近づくと期待される。 

上記のとおり欧米で進められている取

組みは注目に値するものであり、今後は、

さらにﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟした情報の収集と分析を

継続的に行うことですることが有用であ

り、わが国の将来の施策に大いに参考に

なり得ると考える。 

（路車間通信のﾈｯﾄﾜｰｸｲﾒｰｼﾞ） 


